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    令和６年２月７日 

北区立滝野川第五小学校 

校 長  高草木 政浩 

養護教諭   西川 さゆり 

 

今年に入ってから、インフルエンザ、新型コロナウイルス感染症、溶連菌感染症などの感染症が流行していま

す。滝五小でも、全校的に罹患児童が増加傾向にあります。学校では手洗い・うがい、換気を徹底しています。

また、免疫力を高めるために「適度な運動」「十分な睡眠」「バランスのよい食事」を心がけ、冬を乗り越えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ほけんだより２月号 

    学校保健委員会を １月２２日（月）に開催しました。   

 今年度２回目の学校保健委員会では、４，５，６年児童とともにＫＳＰ 

発表会と健康講演会を開催しました。学校薬剤師 菅沼先生、ＰＴＡ会 

長影澤様にご参加いただきました。 

 

＝第１部＝ＫＳＰ発表会 

食育 

○学年に応じた食育学習 「とうもろこしの皮むき」「そら豆の皮むき」「サツマイモ掘り」「献立のひみつを

知ろう」「千寿ネギを知ろう」「ジャーマンポテト作り」など、生活科や家庭科などと関連付けて学習を行

いました。また、愛媛県愛南町や八丈島の漁業組合の方などをゲストティーチャーに迎え、実際に働く

人々の様子や体験談などを聞き、食に対する視野を広げることができました。 

○食事マナーの指導や、児童保健給食委員会による「もりもりウイーク」、また「健康レシピ 親子でクッ

キング」では多くご家庭かご提供いただき、お昼の放送で紹介しました。当日は、代表児童に家庭で調

理した時の様子等についてインタビューしました。 

 

 

 

 

 

 

健康安全 

○「さわやかタイム」は毎週水曜日の朝の時間に行っています。「しせいストレッチ」、楽しく過ごすための

ソーシャルスキルを高めるための「滝五モンスターズを転成させよう」カードに取り組んでいます。 

○「アウトメディア・チャレンジ」は、「ノーメディア」ではなく、健康生活に視点をおき、メディアとの付き合い

方を考え、生活習慣を整えることを目的としました。振り返りでは、メディアを使わない時間に、「読書を

した」「家の手伝いをした」「運動」などで過ごした、という児童が多くいました。また、家庭からは「家族

でスクリーンタイムについて話し合うきっかけとなった」という感想が多く、約８０％の家庭で「またチャレ

ンジしたい」と答えていただきました。 

○児童保健給食委員会では学校でのけがの様子や、安全に過ごすための工夫について話し合ったこと

を「校内安全マップ」にまとめ発表しました。 
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体力向上 

○「滝五タイム」は全校で運動遊びを行う時間として月に２，３回 

行っています。児童に人気のある種目を、運動委員会の児童 

がランキング形式で発表しました。児童の意見を取り入れ、こ 

れからも種目を工夫して取り組んでいきます。 

○「集まれ！元気キッズ」では、スポーツや食事、健康法などに取 

り組んでいる児童や家庭を紹介しています。 当日は、１，２，３年生の児童から家庭で撮っていただ

いた紹介ビデオを流したり、代表して野球の実演をしたりして発表しました。 

 

＝第２部＝講演会 

 「ラグビーで育まれた人間力」 

講師  元ラグビー日本代表 W.K.S.P 理事長  三宅 敬氏 

◇ラグビーとの出会い 

 兄と一緒にいたくて、ラグビースクールに入りました。人見知りで引っ込み思案だったけど、初めて試

合に出て、トライを決めたとき、チームの子達がみんなで喜んでくれて褒めてくれて、とても嬉しかった。

初めて友達ができて、みんなと一緒にラグビー続けたいと思いました。 

◇高校 

高校は有名な強豪校で、先生はとても厳しかったですが、「信じることは力」「何かあったとき、矢印は

常に自分に向けろ（言い訳するな）「自分がやらねば誰がやる（自己責任をもて）」とたくさんの教えをい

ただきました。「目標をもつこと」そして「感謝の気持ちをもつこと」を常に忘れずにがんばっていました。 

◇当たり前でいて当たり前でない家族の存在 

 父は毎週末スクールの送迎、母は毎日のお弁当と泥だらけのジャージの洗濯、兄は自分の大学進学

を優先してくれ励ましてくれた存在。大学の寮に入る前日、感謝の気持ちを伝えようと思ったけれど、改

めて言うのも恥ずかしく、母に「明日から弁当も、洗濯もしなくてゆっくりできるね。」と軽く伝えると、「違

うよ、弁当作る、洗濯することができなくなって寂しい。」と一言だけ。その時、感謝の気持ちをしっかりと

伝えることができず、とても悔やみました。だから、自分の気持ちをきちんと伝えることができる人になり

たいと思いました。これも、ラグビーをやってきてわかったこと。好きなことを一生懸命やってきたから、

一番近くにいた家族も応援してくれたと思っています。 

◇ラグビーの原点 

 「品位」「情熱」「結束」「規律（ルールは自分たちを守るもの、ルールを生かして、いかに自分たちのも

のにするか）」「尊重（リスペクト、ノーサイドの精神、みんなにありがとう）」 

◇滝五小のみんなへ 

どんなスポーツでも、音楽でもいい、自分の好きなことを 

みつけて、これからどうしたいか考え、夢や目標をもってほ 

しい。目標が達成できたら次の目標へ。途中で「違うな」と 

思ったら別の目標を。そしてゴールを設定しよう。自分の夢 

は人から評価されるものではない。一生懸命がんばってい 

たら、応援してくれる人、支えてくれる人、協力してくれる人 

大切な人と出会える。素晴らしい学校生活を！陰ながら応援 

しています。 


